
小江干拓地
約９０ha

中央干拓地
約５８０ha

いさはや新池（調整池） 約２６００ha

雲仙多良シーライン（潮受堤防） 約7km
月約１２万台が利用

北部排水門

南部排水門

全長約7kmの潮受堤防により水位を低く管理された調整池の設置
により、高潮・洪水や常時の排水不良等に対する防災効果を強
化。

防災機能の強化

優良農地の造成
平坦で大規模な農地において、調整池からの安定した農業用水
を利用し、環境に優しい農業による先駆的な農業経営を推進。

新たな漁場環境に適合した漁業

（カキ養殖など）

干拓事業の目的

九州最大のビオトープ 営々と干拓を繰返し築かれてきた背後地
約６００年間で、３５００haの干拓地が造成され

うち２７００haは、標高２.５ｍ以下の低平地

諫早湾干拓の現在諫早湾干拓の現在

新干拓地の農地約670ha
は、東京ドーム約１５０個分

※潮受堤防約７㎞は、JR山手線の

品川駅から東京駅までの距離


